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医
療
法
人
ペ
ガ
サ
ス
で
は
、
業
務

改
善
に
よ
る
効
率
化
と
医
療
の
質
向

上
を
目
的
に
、
毎
年
Ｑ
Ｃ
大
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。 

　
今
年
は
新
し
い
取
り
組
み
と
し
て

部
門
の
枠
を
取
り
払
い
、
全
部
署
を

３
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
予
選
を
勝
ち

抜
い
た
上
位
９
チ
ー
ム
が
、
３
月
３

日
に
本
選
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
当
日
の
審
査
の
結
果
、
北
館
３

階
病
棟
の
「
コ
ス
ト
削
減
と
作
業
の

効
率
化
―
ス
ワ
ブ
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
導

入
し
て
」
が
金
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

銀
賞
に
は
手
術
室
、
銅
賞
に
は
北
館

５
階
病
棟
と
薬
剤
部
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
受
賞
を
逃
し
た
チ
ー
ム

も
Ｑ
Ｃ
サ
ー
ク
ル
で
の
取
り
組
み
は

日
常
業
務
に
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
も
Ｑ
Ｃ
サ
ー
ク
ル
活
動

を
通
じ
て
日
々
の
業
務
に
疑
問
を
持

ち
、
改
善
点
を
見
出
す
こ
と
で
よ
り

良
い
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る

よ
う
、
活
動
を
継
続
さ
せ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

人
事
課
　
　 

木
本
　
葉
子 

　
去
る
３
月
24
日
、
ユ
ニ
コ
ビ
ル
３

階
会
議
室
で
、
社
会
医
療
研
究
所
所

長
の
岡
田
玲
一
郎
先
生
を
講
師
に
迎

え
、
看
護
部
管
理
職
研
修
を
実
施
し

ま
し
た
。
前
半
は
岡
田

先
生
に
よ
る
「
こ
れ
か

ら
の
病
院
医
療
」
の
講

義
を
受
け
、
医
療
ス
タ

ッ
フ
の
一
員
と
し
て
、

今
後
の
あ
る
べ
き
病
院

の
姿
を
再
認
識
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

病
院
の
方
向
性
を
認
識
し
、
適
切
な

医
療
・
看
護
を
提
供
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、北
館
・
南
館
に
分
か
れ
、

各
部
署
の
問
題
点
を
抽
出
し
、意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。
各
病
棟
の
特

殊
性
を
理
解
し
、看
護
の
役
割
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い

ま
す
。 

　
今
回
の
研
修
で
、
看
護
部
が
一
体

と
な
り
、
同
じ
方
向

に
進
む
こ
と
に
よ
っ

て
、
今
ま
で
以
上
に

患
者
さ
ま
に
安
心
・

安
全
な
看
護
を
提
供

で
き
る
こ
と
を
再
確

認
い
た
し
ま
し
た
。 

看
護
部
　
　 

□
□
　
□
□ 

　
４
月
半
ば
、
既
存
の
Ｃ
Ｔ
１
台
を

最
新
型
マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ス
Ｃ
Ｔ
に
更

新
し
ま
し
た
。
こ
の

Ｃ
Ｔ
は
今
ま
で
の
機

種
と
原
理
は
同
じ
で

す
が
、
性
能
が
さ
ら

に
向
上
し
て
い
ま
す
。

従
来
は
１
回
転
で
１

枚
の
断
層
画
像
の
撮

影
し
か
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
こ
の
Ｃ

Ｔ
で
は
一
度
に
最
大

16
枚
の
断
層
画
像
が
撮
影
で
き
ま
す
。

そ
の
た
め
25
秒
以
上
の
息
止
め
が
必

要
だ
っ
た
胸
の
Ｃ
Ｔ
検
査
も
５
秒
程

度
で
終
了
し
ま
す
の
で
、
患
者
さ
ま

の
苦
痛
も
軽
減
し
ま
す
。
検
査
が
早

く
終
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
必
要
な
Ｘ

線
量
も
少
な
く
て
す
み
ま
す
。
ま
た

一
度
の
撮
影
で
、
従
来
の
画
像
と
同

時
に
よ
り
詳
細
な
画
像
も
得
ら
れ
、

立
体
画
像
の
質
も
改
善
さ
れ

る
た
め
、
診
断
も
よ
り
正
確

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
高
度
先
端
医
療
を
患
者
さ

ま
に
提
供
で
き
る
よ
う
、
放

射
線
科
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
医

療
技
術
の
向
上
に
努
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

放
射
線
科
　 

向
井
　
一
也 

看
護
部 

か
ら
の 

お
知
ら
せ 

放
射
線
部 

か
ら
の
お
知
ら
せ 

Ｑ
Ｃ
委
員
会 

か
ら
の
お
知
ら
せ 

部
門
の
枠
を
取
り
払
っ
た 

Ｑ
Ｃ
大
会
で
大
き
な
成
果
。 

管
理
能
力
ア
ッ
プ
を
目
的
に 

看
護
部
管
理
職
研
修
を
実
施
。 

最
新
型 

マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ス
Ｃ
Ｔ
導
入
。 

よ
り
快
適
に
安
全
に
、 

高
度
医
療
を
提
供
し
ま
す
。 

6月のペガサスセミナー 

お問い合わせ先● 馬場記念病院　地域医療支援室　 
　　　　　　　　 TEL 072-265-9083（直通） 072-265-5558（代表）  担当／亀井・三橋 

日時 6月28日（水）14時～15時 

『生活習慣病』を防ぐ食生活のお話 
当院は、 

『政府管掌健康保険 

生活習慣病予防健診』

の実施機関として 

指定を受けています。 
 
お問い合わせ・お申し込みは 
健診室まで 

072（265）6006

講師 木戸脇 佳子 馬場記念病院　栄養部　管理栄養士 
場所 馬場記念病院1階ロビー 

内容 
あなたの食習慣の問題点をチェックしてみませんか？ 
生活習慣病を予防するための食事についてお話させていただきます。 

金
　
賞 

【 

北
館
３
階
病
棟 

】 

コ
ス
ト
削
減
と
作
業
の
効
率
化 

―
ス
ワ
ブ
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
導
入
し
て 
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去
る
２
月
25
日
、
ホ
テ
ル
第
一
堺

２
階
「
鵲
橋
の
間
」
で
、
第
22
回
馬

場
記
念
病
院
勉
強
会
と
第
７
回
登
録

医
集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
ま
ず
、
馬
場
記
念
病
院
勉
強
会
で

は
、
当
院
の
形
成
外
科
の
山
本
部
長
、

脳
神
経
外
科
の
魏
部
長
、
循
環
器
科

の
中
村
医
師
が
そ
れ
ぞ
れ
講
演
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
は
社
会
医

療
研
究
所
所
長
　
岡
田
玲
一
郎
先
生

を
講
師
に
お
迎
え
し
て
、
「
今
年
の

医
療
供
給
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
テ
ー

マ
の
講
演
を
開
催
し
、
登
録
医
の
先

生
方
に
情
報
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

　
そ
の
後
は
登
録
医
集
会
を
開
催
し
、

馬
場
記
念
病
院
の
一
年
間
の
活
動
を

報
告
し
た
ほ
か
、
当
院
医
師
と
登
録

医
の
先
生
方
と
の
連
携
強
化
の
一
環

と
し
て
、
今
回
初
め
て
、
ご
参
加
い

た
だ
い
た
先
生
方
を
一
人
ひ
と
り
ご

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
最
後
に
９
階
ラ
ウ
ン
ジ
へ
会
場
を

移
し
て
懇
親
会
を
開
催
し
、
ス
ラ
イ

ド
を
用
い
て
馬
場
記
念
病
院
各
部
署

ご
と
に
職
員
の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。 

　
今
回
よ
り
、
会
場
も
含
め
、
初
め

て
実
施
し
た
企
画
も
多
く
、
進
行
が

思
う
よ
う
に
い
か
な
か
っ
た
な
ど
反

省
点
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
経
験
を

い
か
し
、
次
回
か
ら
も
新
企
画
を
取

り
入
れ
、
よ
り
充
実
し
た
勉
強
会
・

登
録
医
集
会
を
行
い
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 

　
　
地
域
医
療
支
援
室 

上
野
　
将
司 

    

　
去
る
４
月
３
日
・
４
日
の
両
日
、

ユ
ニ
コ
ビ
ル
に
て
医
療
法
人
ペ
ガ
サ

ス
入
職
式
が
開
催
さ
れ
、
今
年
度
は

新
た
に
73
名
の
新
入
職
者
を
迎
え
ま

し
た
。
新
入
職
者
た
ち
は
、
理
事
長

の
馬
場
武
彦
か
ら
一
人
ひ
と
り
辞
令

を
手
渡
さ
れ
る
と
、
ペ
ガ
サ
ス
職
員

の
一
員
に
な
っ
た
こ
と
を
改
め
て
実

感
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
そ
の
後
、

法
人
の
理
念
や
目
標
、
ビ
ジ
ョ
ン
な

ど
の
説
明
を
受
け
る
と
、
入
職
者
の

表
情
は
真
剣
味
を
増
し
、
医
療
人
と

し
て
の
自
覚
と
使
命
感
を
強
く
心
に

刻
ん
だ
よ
う
で
し
た
。 

　
二
日
目
の
午
前
中
は
、
医
療
情
勢

に
つ
い
て
の
説
明
や
警
察
の
方

に
よ
る
防
犯
と
犯
罪
情
勢
に
つ

い
て
の
講
演
が
行
わ
れ
、
入
職

者
一
同
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。 

　
午
後
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
形

式
の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
決

め
ら
れ
た
テ
ー
マ
に
基
づ
き
、

さ
ま
ざ
ま
な
職
種
か
ら
な
る
５

名
の
グ
ル
ー
プ
で
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
し
、
最
後
に
全
員
の
前

で
発
表
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
ペ
ガ
サ
ス

の
あ
る
べ
き
将
来
像
」
で
し
た
。

短
い
時
間
と
は
い
え
、
異
な
る

職
種
の
職
員
と
話
す
こ
と
は
刺
激
が

多
く
、
ま
た
新
た
な
発
見
が
あ
る
よ

う
で
す
。
ま
た
、
同
期
と
し
て
の
交

流
も
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
有
意
義

な
時
間
を
過
ご
せ
た
よ
う
で
す
。
今

年
は
こ
の
１
グ
ル
ー
プ
を
１
人
の
メ

ン
タ
ー
（
助
言
者
）
が
担
当
し
、
年

間
を
通
し
て
新
入
職
者
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
く
予
定
で
す
。 

　
新
入
職
者
の
み
な
さ
ん
が
、
こ
の

二
日
間
で
学
ん
だ
こ
と
や
感
じ
た
こ

と
を
忘
れ
ず
に
、
将
来
の
業
務
に
役

立
て
て
く
れ
れ
ば
と
願
い
ま
す
。 

□
□
□
□
部 

□
□
　
□
□ 

医
療
人
と
し
て
の 

自
覚
と
使
命
感
を 

心
に
刻
ん
だ
２
日
間
。 

岡
田
玲
一
郎
先
生
を 

講
師
に
お
迎
え
し
て
。 

医
療
法
人
ペ
ガ
サ
ス
入
職
式
を
開
催 

　
73
名
の
新
し
い
仲
間
を
迎
え
ま
し
た 

馬
場
記
念
病
院
勉
強
会
・ 

登
録
医
集
会
を
開
催
し
ま
し
た 



山口慎也 
 

馬
場
記
念
病
院 

馬
場
病
院 

ペ
ガ
サ
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク 

午前診 
9：00～ 
受付 
8：30～12：00

午後診 
14：00～ 
受付 
13：00～15：00 

　　　　　は 
予約が必要です。 
必ず予約のうえ 
ご来院ください。 

午前診 
9：00～12：00 
受付8：30～12：00

午後診 
15：00～18：00 
受付14：30～18：00

午前診 
9：00～12：00 
受付8：30～12：00

夜診 
18：00～19：00 
受付17：30～19：00

内科 

外科 
消化器科 

脳神経外科 

（脳）神経内科 

整形外科 

形成外科 

内科 

（脳）神経内科 

整形外科 

泌尿器科 

内科 

外科 

内科／外科 ＜内科外来にて＞ 

1診 

2診 

3診 

1診 

2診 

診療時間 診療科 月 火 水 木 金 土 

内科１診 

内科２診 

内科３診 

外科１診 

外科２診 

外科３診 

脳外科１診 

脳外科２診 

脳外科３診 

（脳）神経内科１診 

（脳）神経内科２診 

整形外科１診 

整形外科２診 

整形外科３診 

西田幸生 
（循環器） 

坂本常守 
（循環器） 

芳谷英俊 
（循環器） 

若山公作 
（呼吸器） 

一丸之寿 
（呼吸器） 

難波雅司 
（循環器） 

中村泰浩 
（循環器） 

寺岡　均 新田敦範 

原　順一 大平　豪 

宇野淳二 伊飼美明 

河内屋友宏 

山口慎也 
 

馬場武彦 

高橋光雄 北口正孝 

長谷川隆典 千本裕子 

本田良宣 遠山雅彦 

南口利美 久保俊彰 

担当医 担当医 

中林孝之 
＜内科＞ 

久保俊彰 
＜内科＞ 

永田安徳 永田安徳 

宇治義正 宇治義正 

　 　 

永田安徳 宇治義正 

担当医 矢野　基 

篠塚宗徹 田村隆典 

松本成史 
松本成史 

（予約検査） 

濱田千雅 
（糖尿病） 

山本喜英 山本喜英 

北口正孝 

田中　篤 
（循環器） 

周藤弥生 
（糖尿病） 

児玉豊城 
（呼吸器） 

西田幸生 
（循環器） 

田中　篤 
（循環器・予約優先） 

嶋田芳久／島田健永 
第1・3・5週／第2・4週 

（ともに循環器） 

玉森　豊 寺岡　均 新田敦範 櫻井克宣 
第1・3週 

中谷雅美 玉森　豊 

原　順一 

河内屋友宏 大平雅一 
第2・4・5週 

魏　秀復 宇野淳二 魏　秀復 

伊野波諭 伊飼美明 

古賀広道 

峯田春之 北口正孝 中谷芳美 

塩山実章 楠　進／原　秀憲 
第1・3週/第2・4・5週 

上田治夫 

交替制 

巽　一郎 本田良宣 巽　一郎 交替制 

交替制 

南口利美 中林孝之 久保俊彰 中林孝之 

久保俊彰＜外科＞ 
担当医＜外科＞ 

山本喜英 
＜外科＞ 

久保俊彰 
＜内科＞ 

中林孝之 
＜内科＞ 

南口利美 
＜内科＞ 

永田安徳 永田安徳 永田安徳 

宇治義正 宇治義正 中野儀人 

　 　 担当医 

永田安徳 宇治義正 担当医 

担当医 岡田充弘 永田安徳 

江口陽介 

永田安徳 第1・3・5週 
矢野　基 第2・4週 

北口正孝 
＜（脳）神経内科＞ 

中林孝之 
＜内科外来にて＞ 

篠塚宗徹 遠山雅彦 

岡垣健太郎 

北口正孝 

北田拓也 
（肝臓病） 

瓦林孝彦 
（心臓） 

清水信貴 

玉垣芳則 
（在宅酸素） 

岡垣健太郎 
（関節の外来） 

岡垣健太郎 
（関節の外来） 

南部泰孝 
（睡眠時無呼吸外来） 

田村隆典 

山本喜英 山本喜英／矢野　基 
交替制 

担当医 

　 
伊野波諭 
 

古賀広道 

平成18年6月1日現在 医療法人ペガサス　外来診療のご案内 

２９号　平成１８年６月１日発行　第３巻第１９号（通巻２９号） 

訪
問
看
護
の
相
談
窓
口 

●
場
所
‥
馬
場
記
念
病
院 

　
　
　
　
１
階
入
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イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン 

●
日
時
‥
毎
週
水
曜
日 

　
　
　
　
10
時
〜
13
時 

　
医
療
法
人
ペ
ガ
サ
ス
で
は
、
堺
市

（
馬
場
記
念
病
院
内
・
八
田
）、和
泉
市
、

忠
岡
町
に
計
４
カ
所
の
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
い
ま
す
。 

　
当
ペ
ガ
サ
ス
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
で
は
、平
成
18
年
２
月
よ
り
、「
訪

問
看
護
の
相
談
窓
口
」
を
開
設
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
経
験
豊
か
な
看
護
師

が
在
宅
療
養
の
な
か
で
生
じ
る
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
に
関
す
る
相
談
に
対
応

す
る
窓
口
で
す
。
小
さ
な
お
子
さ
ま

か
ら
高
齢
の
方
ま
で
、
ご
自
宅
で
の

看
護
を
必
要
と
さ
れ
る
す
べ
て
の
方

に
、
ご
自
宅
で
安
心
し
て
療
養
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
か
か
り
つ
け
の

医
師
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
療
養

上
の
お
世
話
や
助
言
、機
能
訓
練
、介

護
方
法
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
、
医
療

の
専
門
家
と
し
て
、
在
宅
療
養
を
さ

れ
る
方
を
幅
広
く
支
援
し
ま
す
。
窓

口
は
馬
場
記
念
病
院
１
階
に
毎
週
水

曜
日
に
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
、
退

院
後
の
在
宅
療
養
に
不
安
を
お
持
ち

の
入
院
患
者
さ
ま
も
、現
在
、在
宅
療

養
に
取
り
組
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
方

も
、お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 

ペ
ガ
サ
ス
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

寺
下
　
久
代  

　
今
年
も
当
デ
イ
ケ
ア
で
は
、
恒
例

行
事
の
お
花
見
を
近
く
の
公
園
で
行

い
ま
し
た
。
今
年
は
今
ま
で
と
少
し

趣
向
を
変
え
、
リ
ハ
ビ
リ
を
取
り
入

れ
た
お
花
見
を
目
的
と
し
、
屋
外
で

の
運
動
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
取

り
入
れ
ま
し
た
。
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
で
は
、
参
加
さ
れ
た
利
用
者
の
み

な
さ
ま
で
歌
を
歌
う
な
ど
、
楽
し
い

お
花
見
が
で
き
ま
し
た
。
昼
食
の
お

花
見
弁
当
も
好
評
で
、
ラ
ン
チ
タ
イ

ム
に
は
「
今
年
も
桜
が
見
ら
れ
て
よ

か
っ
た
わ
」
「
来
年
も
元
気
で
花
見

に
行
く
か
ら
、
ま
た
連
れ
て
行
っ
て

ね
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

満
開
の
桜
は
本
当
に
美
し
く
、
み
な

さ
ま
の
笑
顔
が
い
つ
も
以
上
に
輝
い

て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。
今
後

も
当
デ
イ
ケ
ア
で
は
、
利
用
者
の
み

な
さ
ま
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

な
行
事
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。 

馬
場
記
念
病
院
デ
イ
ケ
ア 

小
出
健
太
郎 

「
訪
問
看
護
の
相
談
窓
口
」
を 

開
設
い
た
し
ま
し
た
。 

ペ
ガ
サ
ス
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

か
ら
の
お
知
ら
せ 

馬
場
記
念
病
院
・
馬
場
病
院 

デ
イ
ケ
ア 

　
　
　
　 

か
ら
の
お
知
ら
せ 

恒
例
の
お
花
見
を
開
催
し
ま
し
た
。 




